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メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
主
体
的

に
読
み
解
い
て
必
要
な
情
報
を
引
き
出

し
、そ
の
真
偽
を
見
抜
き
、活
用
す
る
能
力

の
こ
と
」で
す
。メ
デ
ィ
ア
に
は
、公
的
機

関
や
雑
誌
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、口
コ
ミ
な

ど
が
含
ま
れ
ま
す
。携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ

ン
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
り
情
報
が

氾
濫
す
る
現
代
社
会
で
、情
報
の
整
理
や

分
析
評
価
を
、他
の
情
報
に
頼
る
と
い
う

こ
と
に
陥
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
情
報
を
受
け
取
る

側
と
し
て
は
、発
信
さ
れ
た
情
報
を
受
け

取
る
際
、「
そ
の
情
報
は
信
頼
で
き
る
か
」、

ど
の
よ
う
な
偏
り
が
あ
る
か
、そ
の
情
報

を
発
信
し
た
側
に
は
、ど
の
よ
う
な
意
図
・

目
的
で
情
報
を
流
し
た
か
な
ど
を
考
え
、

情
報
を
正
し
く
利
用
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、市
民
の
皆

さ
ん
に
、「
市
議
会
だ
よ
り
」を
広
く
読
ん
で

頂
け
る
よ
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

情
報
を
発
信
す
る
側
と
し
て
は
、公
正

性
、透
明
性
そ
し
て
信
頼
性
の
確
保
に
十

分
留
意
し
、市
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
取

り
組
む
所
存
で
す
。
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【受取人】

大竹市小方 1 丁目 11 番 1 号

大竹市議会事務局　行

意　見　書
１ ．肝炎対策基本法をもとに，必要な法整備，予算化をすすめ，全患

者の救済策を実施すること。
２ ．肝炎治療薬，検査費用，通院費への助成をはじめ，肝炎治療費へ

の公的支援制度を確立するとともに，肝炎対策基本法が定めた肝硬
変・肝がん患者への支援策を進め , 医原病のＢ型・Ｃ型肝炎による肝
硬変，肝がん患者に広く障害者手帳が交付できるようにすること。

３ ．インターフェロン治療が副作用などのため受けられない方が行っ
ている治療の自己負担を原則無料にする助成制度を創設すること。 

４ ．Ｂ型・Ｃ型肝炎の治療体制・治療環境の整備，治療薬・治療法の開発，
治験の迅速化などをはかること。

５ ．肝炎ウイルスの未検査者，ウイルス陽性者の未治療者の実態を調
査し , 早期発見・早期治療につなげる施策を講じるとともに，ウイル
ス性肝炎への偏見差別の解消，薬害の根絶をはかること。

６ ．「薬害肝炎救済特措法」による救済の枠組みを広げ，カルテ以外の
記録，医師らの証明，患者・遺族の記憶・証言などをもとに，特定
血液製剤による感染の可能性のある薬害Ｃ型肝炎患者を広く救済す
るとともに，同特措法の期限延長をはかること。

７ ．集団予防接種が原因とされるＢ型肝炎患者の救済策を講ずること。
８ ．医原病であるＢ型・Ｃ型肝炎の患者・死亡者に一時金もしくは健

康管理手当などを支給する法制度を確立すること。
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